
【福岡大分豪雨災害への対応について】
　このたびの「九州北部豪雨災害」で被災された
方々へ心よりお見舞い申し上げます。

　この場をお借りして、この豪雨災害に対する協
会での支援活動を皆さまにお伝えしたいと思いま
す。　7月5日夜に特別警報が発令された直後より、
理事を中心に、各地域の被災状況等に関する情報
収集を開始。災害支援部にも、被害についての情
報収集を指示し警戒態勢に入りました。会員から
の情報や報道等から被害が甚大である事を確認し
た為、7月 7日に協会内に災害対策本部を設置し、
情報収集及び被災地支援に関する検討を開始しま
した。
　同日に、大分県社会福祉士会様のご提案により、
日田市及び中津市への支援申し出書を 2団体連名
にて提出して頂きました。翌 8日には、大分県社
会福祉士会船田会長様と被災状況の視察のため日
田市入りし、同会の梶原理事様により、特に被害
が大きかった地域を案内して頂きました。重機に
よる復旧作業が開始されており、道路は通行可能
な状態でしたが、道路脇の住居では、床上まで土
砂が堆積しており、住民の方々がボランティアと
一緒に泥を掻き出すなどの作業を行っていました。
　その後、大分県社会福祉士会様、大分県精神保
健福祉士協会様、当会の 3団体で連携して支援を
行う事を決定し、その方法や内容等について協議
を続けました。
　7月 29日に大分県社会福祉協議会様より、被災
地域にお住まいの方々に対するニーズ調査の協力
依頼を受け、大分県社会福祉会様との協働で支援
活動を行う事となりました。
　このニーズ調査では、被災地域にお住まいであ
り、ボランティアの要請を行った高齢者世帯や単

身世帯等を中心に、聞き取りを行いました。私も
初日に活動させて頂き、豆田町周辺の聞き取りを
させて頂きました。当日は停電のため暗闇の中で
自宅の２階で眠れぬ夜を過ごした事、別の地域に
住むご家族宅に避難した事等、当日の状況をお聴
きする事ができました。自らが被災されているに
も関わらず、「ボランティアさんに手伝ってもらっ
て助かったよ！ありがとうと伝えてね。皆さんも
暑い中ありがとう。」との言葉に、胸が熱くなりま
した。
　この支援活動は、8月 2日より開始され、台風
による 6、7日の中止以外は、12日の最終日まで
毎日実施されました。当会からは延べ 19名の派遣
を行うことができました。ご協力頂きました会員
の皆さまにこの場をお借りして御礼を申し上げま
す。
　活動は一旦終了しましたが、被災地域ではこれ
から復興に向けての活動が開始されます。今後も、
関係団体や行政機関と連携しつつ、必要な支援に
ついての情報収集及び検討を続けて行きたいと考
えています。
また今回の活動を振り返り、協会としての災害支
援体制の在り方やその内容について更なる検討と
必要な準備を進めて参りたいと考えています。

　お盆を過ぎ、朝晩はいくらか過ごしやすくなし
ましたが、しばらくは残暑が続きそうです。体調
管理が難しい時期ですが、水分をしっかり摂る事
や、十分な休息を心がけて夏バテを防止しましょ
う！
　　　　　　一般社団法人　
　　　　　　大分県医療ソーシャルワーカー協会
　　　　　　　　　　　　　　会長　井元 哲也
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鹿児島県医療ソーシャルワーカー協会
（鹿児島赤十字病院）　末吉　里枝子

　私自身は新潟県中越沖地震と東日本大震災で発災か
ら間もない時期に「こころのケア要員」として現地派
遣された経験をもっており、その時の体験を踏まえて
感じていた「災害ソーシャルワーク」のあり方につい
て大分県協会にて行われたインタビューの中でもお伝
えさせていただいたのですが、今回の研修ではそのイ
ンタビュー分析結果についても報告がありました。
　災害ソーシャルワークの活動原理となっているキー
ワードとして「人の尊厳と価値」「人間関係の重要性」
ということが示されていましたが、まさにその通りだ
と思いました。
私自身もインタビュー内でお伝えさせていただいた通
り、災害ソーシャルワークを実践するためには「災害
の理解（災害とは何か、人々に与える直接的・二次的・

長期的影響は何か）」、「MSW としての適切な業務遂行
（アセスメント・面接技術・プランニング・コーディネー
ト・記録・情報管理）」がとても重要で、また自己管理
できることも大切だと思います。災害時においてはそ
の規模によって状況や必要な支援の内容は変わるかも
しれませんが、社会資源が崩壊し、悲嘆や喪失を伴う
中で、被災者のみならず支援者（援助者）への支援も
要することを理解し、個々人の MSW としてのスキル
アップはもとより、災害時ソーシャルワークの教育、
相互支援体制の構築、職能団体としての組織的な取り
組み（と啓蒙活動）を行っていく必要があると思います。
　今回の全体研修では講師の活動体験と大分県協会の
取り組みについて非常に濃い内容のお話が聞けて良
かったと思います。また、今後、各県で災害ソーシャ
ルワークの組織体系の充実がはかれ、いずれは九州管
内としての組織体系がはかっていければ…と思います。

　　　　　平成 28 年 熊本・大分地震に続く、先の九州北部豪雨。協会とし
　　　  て早急な支援体制構築が求められる中、　まずは災害ソーシャルワー
クを理解頂くことが重要です。昨年度、鹿児島県協会にて「災害ソーシャルワー
クを理解する　～専門職として災害と向き合うために～」と題して今尾理事
が研修を行いました。その際頂いた、貴重な感想を今回紹介させて頂きます。

執行部

  災
害
支援部

平成 29 年度大分県医療ソーシャルワーカー協会執行部メンバーを紹介いたします！紹介を通
じて、日頃あまり知られる機会の無い人柄が伝わり、執行部をより身近に感じて頂ければと
思います。今期も個性的な顔ぶれがそろいましたが、協会運営に全力を尽くして参りますので、
活動に対するご理解と、より一層のご協力をお願い致します。

1.  所属・勤務先　　2. 出身地　　3. 夢・目標・テーマ　　4. 趣味（自慢、資格なども）　5. 一言

副会長　高橋  勝　たかはし まさる
1. 社会医療法人関愛会坂ノ市病院
2. 大分市（旧佐賀関の本神崎です）　3. 言葉を残したい、と
いうのが夢です。ケアシステムに係る全ての職種の共通価値
を論文にまとめるのが当面の目標です。4. 学生時代はヨット
部でした。たまには乗りてえな。5. 業会として地域社会に貢
献できる所まで皆で成長できるといいなあ・・と思っていま

す。

会　長　井元 哲也　いもとてつや
1. 国家公務員共済組合連合会　新別府病院
2. 大分市　3.「実るほど頭を垂れる稲穂かな」
4. ドライブ（最近、車を替えました！（笑））5.「業務に追われ、
忙しい毎日とは思いますが、時にはゆっくりする時間を持ち
ましょう！協会の研修やその他の行事で仲間と語り合うと、
リフレッシュできますよ！！」

講義を行う今尾理事
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理事（特命班）今尾 顕太郎 いまお けんたろう

1. 一般社団法人おおいたソーシャルワーカーステーション
2. 埼玉県大宮市（現在のさいたま市）行くたびに様変わりし
ていて思い出もへったくれもない
3. 前職を退職した時に描いた夢は、「どのような分野におい
ても一定水準のソーシャルワークを展開できるジェネラリス
トソーシャルワーカーが、多分野において活躍できるマルチ
ソーシャルワーカーとして活動できる拠点を築くこと」です。
4. 趣味は仕事（笑）、珈琲、スコッチ、ドライブ、旅行、ヒムロッ
ク、最近始めた御朱印集め。自慢できることは、特にありま
せん。
資格は面白いところではエンディングノートプランナー。
5. ソーシャルワークは面白い。そして、空は青く、世界は広
い。死ぬまでソーシャルワーカーでいたいなぁ。

事務局長　川野 壮彦  かわの たけひこ
1. 社会医療法人関愛会　佐賀関病院
2. 国東町　
3. 家内安全　
4. スポーツ観戦、瞑想　
5. 協会運営を陰ながら支えて行ければと思います。

副会長　松尾 美穂　まつお みほ
1. 国家公務員共済組合連合会　新別府病院
2. 玖珠町　3. 定年退職後、花壇を作ること
4. 家事です。5. 副会長２期目となりました。協会の学術・研
修を主に担当しています。協会員の皆様が活き活きと目標を
もって挑める自己研鑽の場を執行部や部員さんたちと一緒に
創っていきたい思っています。

理事（事務局補佐）玉井  進 たまい すすむ
1. 社会医療法人関愛会坂ノ市病院
2. 大分市　3. 関わらせて頂く方々がそれぞれ納得のいく人生
を送れるよう「共に歩んでいく」ということが MSW1 年目
からの変わらぬ目標です。4. 大分トリニータの応援です！ま
た、J １で躍動するチームに成長して貰いたいと願っていま
す。5. 会計担当として皆様からお預かりしている年会費を有
意義に活用させて頂きたいと思っています。

理事（学術部制度改正班）脇坂 健史 わきさか たけし

1. 大分大学医学部附属病院
2. 佐伯市　3. 自分の支援で患者さんに笑顔になってもらうこ
と。
4. 仲間との酒（アル中ではないですよ！）
　蝉取り（この夏、息子とハマッています）
5. ぜひ協会のイベントへ参加して下さい。楽しい発見、刺激
に出会えますよ～！

理事（学術部制度改正班）伊田  貴美 いだ たかみ

1. 医療法人優心館：ハートクリニック　在宅診療部
2. 大分市　3.60 才でエジプト旅行！を目標に元気に働いて
コツコツ貯金すること。
4. 今 は、 息 子 の 少 年 野 球 の 応 援 を 楽 し ん で い る。　　　　　　　　　　

（少しずつ野球のルールがわかってきました。最近ボークと
ショーバンをなんとなく理解しました！）
5. 自分自身、学びながら協会活動に頑張っていきます。

理事（研修部）中村 賢介 なかむら けんすけ

1. 佐伯中央病院
2. 佐賀県（田舎の方です）　
3. いつか富士山に登ってみたい
4. プロレス鑑賞（年 1 回の楽しみ）
5. 研修部やってます。よろしくお願いします！

理事（学術部学術研究班）尾辻 健太 おつじ けんた

1. 大分記念病院
2. 福岡県　
3. 家庭円満
4. 子ども
5. 学術部の理事を前期に引き続き担当します。今期は会員の
皆さんがより調査や研究を身近に感じ、やりがいを持って取
り組めるようにしたいと思います。よろしくお願いします。

理事（ﾈｯﾄﾜｰｸ推進部）神河 宏明 かみかわ ひろあき

1. 別府リハビリテーションセンター（障害者支援施設にじ）
2. 佐伯市　
3. ネットワーク推進部を担当しますのでＲＦＬや意見交換会
に多くの方に参加してもらいたいと思います。
4. バイク（ミニバイクでのツーリングを楽しんでいます）
5. よろしくお願いします！

理事（ﾈｯﾄﾜｰｸ推進部）末吉  奈津子 すえよし なつこ

1. 医療法人 別府玄々堂　上人病院　
2. 福岡県の田舎の方　
3. バイクで日本一周（海外は怖いので行けません）
4. 乗馬　
5. 力のなさ全開でがんばります！

理事（広報部） 　山本 智弘 やまもと ともひろ

1. 医療法人慈恵会　西田病院　
2. 佐伯市（弥生）　
3. 今年の目標は「近所に外国人の友達をつくる！」です。
4. キャンプと燻製づくり。最近、いろんなロープワークを習
得中です。　
5. やるからには、協会活動を楽しみたいと思います。

理事（災害支援部）　園田 淳司 そのだ じゅんじ

1. 有料老人ホームはやの里　
2. 大分市　
3. ３拍子揃った相談員　「（心を）打てる、（想いを）守れる、

（二日酔いでも）走れる」（笑）
4. イメージトレーニング　
5. 協会内ではチームバッティングに徹します。

理事（ﾈｯﾄﾜｰｸ推進部）小野 由美子 おの ゆみこ

1. 大分記念病院　2. 大分県由布市　3. 自分らしく歳を重ね、
おばあちゃんになること　4. 夜、ぼーっとすること（解決に
及ばない振り返りになるのですが・・・）　5. 社会情勢によ
るものなのか、歳を重ねたからなのか、ソーシャルワーカー
の在り方については、危機感を感じます。皆さんも感じてい
ることと思います。今こそ私たち皆で踏ん張る時ではないか
と、切実に思います。今期も 2 年間、理事として微力ではご
ざいますが、活動します。どうぞよろしくお願いいたします。



3/2　第２回大分市在宅医療・介護連携会議（井元会長）
3/16　第２回作業療法士協会理事会（井元会長）
4/26 大分県作業療法士協会第 1 回理事会　（井元会長）
5/9　佐伯市高齢者にやさしい地域づくり協議会（山本理事）
5/30 大分県リハビリテーション支援センター会議（井元会長）
6/1 ‐ 2　北海道全国大会、全国会長会（井元会長）
7/2　地域両立支援チーム　都道府県担当者会議（情報オアシス神田セミナーハウス　脇坂理事）
7/7　RFL キャプテン会議（三愛メディカルセンター　神河理事）
7/14　多職種連携研修会　（コンパルホール　井元会長）
7/18　第１回大分市在宅医療・介護連携会議作業部会（大分市保健所　川野事務局長）

伊東　大輔	 　デイサービス　森のコーラス

河野　香寿美　大分大学医学部附属病院

浜田　大輔	 　臼杵市医師会立コスモス病院

近藤　愛子	 　アルメイダ病院

山口　晃宏	 　竹田医師会病院

吉岡　あゆみ　医療法人明石会　曽根病院

清原　理史	 　国東市民病院

河野　星華	 　大分県立病院

小玉　美奈	 　別府リハビリテーションセンター

桑原　麻衣	 　医療法人　杏林会　村上記念病院

右田　亨	 　社会医療法人　社団　大久保病院

荒巻　徹	 　別府リハビリテーションセンター　
　　　　　　　障がい者支援施設にじ

高見　和希	 　富山型デイサービス　
　　　　　　　あした天気になあれ

寺本　成美	 　大分岡病院

宮部　孝一	 　医療法人　聡明会　児玉病院

和田 　華澄	 　大分県立病院

金子　恵美	 　大分県済生会日田病院

栗岡　卓也	 　畑病院

柳井　駿希	 　社会医療法人帰巖会　みえ病院

三田井　沙織　大分医療センター

 一般社団法人　大分県医療ソーシャルワーカー協会　事務局
〒 870-0307　大分県大分市坂ノ市中央 1 丁目 269 番社会医療法人関愛会坂ノ市病院

電話：097-574-7722　FAX：097-574-7712　URL http://oita-msw.com　E-Mail oita-msw@oita-msw.com

   ● NEW FACE　（8 月末現在の会員数 276 名）
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理　事　動　向

第 53 回
　九州医療ソーシャルワーカー研修会

研修部 研　修　報　告

初任者研修（全 5 回）
第１回５月 28 日 （日）

・MSW 協会の活動と変遷　　講師　当協会　会長 井元 哲也
・MSW が病院にいる意味　　講師　当協会　理事 中村 賢介
第２回６月 18 日 （日）

・MSW の価値と倫理Ⅰ
　講師　別府大学 文学部 人間関係学科　教授 林 眞帆　先生
第３回７月 29 日 （土）

・診療報酬とソーシャルワーク　講師　当協会　理事 脇坂 健史 研修部員と第 1 回初任者研修会参加者の皆さん


